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取締役の東條でございます。

本日はお忙しい中､弊社決算説明会にご出席いただき、
ありがとうございます｡

本日15：00 に開示いたしました、第1四半期決算の内容につい
て、ご説明いたします｡



最初に、2024年3月期第1四半期の連結業績です。

連結売上収益は、対前年同期+36億円増の688億円、

売上総利益は、対前年同期+13億円増の161億円となりました。

引き続き付加価値重視のオペレーションに取り組んだことに加え、
案件構成差もあり、売上総利益率は0.8ポイント改善の23.4%と
なりました。

一方で販管費は、営業力強化や社内基盤整備等により、

+13億円増の96億円となりました。

販管費増の中身は、のちほどご説明申し上げます。

結果、営業利益は、対前年同期＋1億円増の66億円となりました。
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続いて、サービス・顧客業種別の売上収益実績であります。

なお、前回ご説明の通り、今期より区分変更しております。

全般的には、どの区分につきましても増収を確保しており、

順調な滑り出しであったと考えております。

まず、ビジネスソリューションですが、売上収益は455億円と
前年比＋13億円の増収となりました。

・産業・鉄鋼では、運輸向けの反動減があったものの、

日本製鉄向けが増加しております。

・流通・プラットフォーマーは、

主にインターネットプラットフォーマー向けで増収です。

・金融においては、メガバンク向け等の増がありました。

コンサルティング＆デジタルサービスの売上収益は、143億円で、
+9億円の増収となりました。

これは主に、プロダクト系とクラウドプラットフォームの売上が好調に
推移したことによるものです。

子会社等においても前年比+15億円の増収となりました。
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続いて、受注高・受注残高をサービス・顧客業種別にご説明
いたします。
こちらも同様に今期からの新区分で表示しております。

左側は、受注高のグラフです。

昨年度第1四半期の819億円から、622億円に大きく減ったように
見えますが、これは、昨年度の、官公庁向け大型案件の反動減が
主な理由です。

これを除くと受注高は増加しております。

右側は、受注残高のグラフです。

昨年度第1四半期末の1,406億円から、1,392億円と14億円の
微減ですが、これも、昨年度の、官公庁向けの大型案件の反動減が
主な理由です。

これを除くと、同様に受注残高は増加しております。

したがいまして、官公庁向けの大型案件の反動減を除けば、

当初見通し通りの順調な進捗である、と考えております。



連結営業利益の対前年同期分析を、ご説明いたします。

営業利益は、対前年同期＋1億円増の66億円となりました｡

売上収益は、対前年同期比36億円の増となっており、＋8億円、
売上総利益率は、対前年同期比0.8ポイント改善しており、
＋５億円となりました。

一方、販管費は-13億円の増です。

内訳は、営業力強化で-5億円、研究開発費で-2億円、

採用・教育で-2億円、社内基盤整備他で-4億円です。

これらの結果、

営業利益は、対前年同期＋1億円増の66億円となりました。
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当期の業績見通しでありますが、

上期、通期とも前回公表からの変更はありません。

上期につきましては、

売上収益は1,400億円、営業利益は140億円の見通しです。

今後もトップラインの増加と付加価値重視のオペレーションによる
収益性改善を継続すると共に、費用につきましても、必要に応じ適切な
コントロールを実施することで、見通しを確実に達成してまいりたいと
考えております。
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上期のサービス・顧客業種別売上収益見通しです。

公表値からの変更はありません。
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上下別の通期見通しです。

公表値からの変更はありません。
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最後は、今期からの区分変更について、ご参考までに記載しております。

ご説明は、以上です。
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